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4. 研究課題 

（300 字程度） （申請書から変更がある場合は、変更点が分かるように明記してください） 
 
近世演劇資料の出版が成立する環境をめぐって、作者と板元、役者と興行、および同時代の文芸資料との接

点を解明する。ならびに架蔵資料と、アート・リサーチセンターのデジタル・アーカイブ活動との連携による新た

な資料価値の創出、およびその有効活用方法についての研究を推進していく。 
 

5. 研究成果の概要 （この項は、本センターのホームページ・紀要等で公開することがあります） 
 
 当拠点の「テキストとイメージ」プロジェクトにおいて現在逐次進行中の、「６、中井コレクションのデジタル・アー

カイブ」の一環として、主として近世演劇資料の調査を行い、当該コレクションのうち「せりふ正本」（１０５点）の撮

影のため、簡易な考証を備えた作業用目録を作成した。 
 
 

6. 研究業績 （日本語以外に英語名称もあるものは、できるだけ日英両言語でご記入ください） 
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